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宝だから
皆さんが誕生した日も、初めて歩いた日も、言葉を話し始めた時も、

その日からずっと変わらずに＜Eテレ＞は存在しています。小学生時代、
教室で視聴した人も多いでしょう。
Eテレは地上波２チャンネルです。あらゆる世代の子どもたちの興味

関心を捉え、向上心を育む多くの番組は、世界からも注目されています。

高校講座＜家庭総合＞ではタレントのりゅうちぇるさんが、＜書道＞
ではフリーアナウンサーの皆藤愛子さんが出演しています。高校講座の
＜ベーシック国語＞で放送された詩を紹介します。
下記の①～④を実践してみてください。繰り返し読むことでこの詩に

対する印象も様々に感じる
ことができます。

①まず黙読する
②声に出して読む
③声の大きさをその言葉に
合わせて変えて読む

④家族に読んで聞かせる
⑤詩について家族と話す

皆さんの生涯に渡る学び
の過程の一つが中学校です。
その学びは学校だけではな
く、教科書だけでもなく、
皆さん一人ひとりの中に、
無限に拡がり続けるのも、
学びです。
教科学習を通して、周囲

との共存を通して、心豊か
に成長していきましょうね。

次回の１学年“生徒招集日”５／２６（火）
下記記載の時刻に正門玄関に来てください

出席番号 1－1 1－２ 1－３ １－４ １－５

1～18 10:00 10:20 10:40 11:00 11:20

31～45 10:10 10:30 10:50 11:10 11:30
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裏面の新聞記事 ＜4／1４（火）朝日新聞朝刊より＞

～投書欄『若い世代』より 「和食って？」～

１組 ２組 ３組 ４組 ５組

国 語 上野安璃 上野安璃 上野安璃 上野安璃 上野安璃

国語：書写 上野安璃 上野安璃 上野安璃 小針伸行 石橋敬子

社 会 真辺草平 真辺草平 真辺草平 真辺草平 真辺草平

数 学 岩崎壮亮 岩崎壮亮 岩崎壮亮 岩崎壮亮 岩崎壮亮

理 科 吉澤政人 吉澤政人 吉澤政人 吉澤政人 吉澤政人

音 楽 杉本峰子 杉本峰子 杉本峰子 杉本峰子 杉本峰子

美 術 有馬郷子 有馬郷子 有馬郷子 有馬郷子 有馬郷子

保健体育 池田健太郎 池田健太郎 池田健太郎 池田健太郎 池田健太郎
荒木恵子 荒木恵子 荒木恵子 荒木恵子 荒木恵子

保健分野 山﨑壱貴 山﨑壱貴 山﨑壱貴 山﨑壱貴 山﨑壱貴

技術分野 長島岳紀 長島岳紀 長島岳紀 長島岳紀 長島岳紀

家庭分野 落合充利 落合充利 落合充利 落合充利 落合充利

外国語（英語） 湯田裕亮 湯田裕亮 湯田裕亮 岸部千鶴子 湯田裕亮

同意書のご提出と、6/4までに口座残高確認のお願い

本日配付の個人情報取扱い同意書については、5／26にお子様よりご
提出ください。また、今年度の学年教材費について先週プリントを配付
しました。本校では9回に分けて届出口座より引き落としをさせていた
だきます。第1回目は6／5（金）で手数料込みで3,655円です。ご多用
のなか恐縮ですが、前日までに口座残高のご確認をお願いいたします。

･･･ 学年主任より ・・・ ☆真辺草平☆
ま な べ そ う へ い

いよいよ学校がはじまります。
人と人との出会いは、まず、あいさつから。
先生達だけではなく、新しい友達に「おはよう」と声に出してあいさつしてみましょう。

自分を取り巻く環境は、自分の望むとおりに、勝手にはかわってくれません。
かえていくのは、自分です。

良い出会い、良いスタートを切るために、自分からあいさつをしてみましょう。
これからよろしくお願いします。


